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Ⅰ はじめに

小売業の分析はこれまで様々な手法をもってなさ

れてきた｡釧路市中心商店街を対象に個々の店舗に

ついて詳細な分析を行なった梶田 (1994)や､札幌

市を対象に､統計データに基づいた多変量解析を実

施 し､都市内における商業構造の変容を明らかにし

た稲益 (1999)がいる｡ しか し､人口30万人規模の

ひとつの都市におけるDID全域を対象とし､かつ

実証的な現地調査による研究はほとんどみられない0

本研究の目的は､秋田市における小売業の実態を､

分布調奄を通 じて可視的に把握 し､聞き取り調査か

ら小売業が市街地の形成 ･拡大にとのように関連し

ているのかを明らかにすることである｡

本研究においては､ます秋田市小売業の実態を把

握するため分布調査を行った｡現地調査より筆者の

Ejで確認した商店のみを数えた｡分布調査の結果か

ら､幹線道路沿いの店舗へ聞き取り調査も行なった｡

Ⅲ 秋田市 D旧 における小売業の分布

1 調査の概要

本調査においては､秋田市が発行する1:2500都

市計画図をへ-スマップとして使用した｡調査方法

は､DID内の全ての道路を踏査することによって､

小売店舗を確認し､マップ上に商店名 ･業種を落と

していった｡複数の店舗が入居する施設に関しては､

建物自体を 1つの総合小売業店舗として数えた｡

2. 考察

全店舗の分布を第 1図に示した｡総店舗数は1,713

店舗であった｡分布形態に特徴がみられたのは晴好

品店舗と自動車関連店舗である｡晴好品店舗は全業

種中最も分散的で､幹線道路を避け住宅地内に分布

していた｡対照的に自動車関連店舗は幹線道路沿い

を指向して立地 していた｡

分布調査の結果から､小売業の立地に影響を与え

る最も大きな要因は幹線道路の存在であることが明

らかとなった｡小売業が店舗展開をする上で重要な

要素であるのか交通の利便性 ･敷地 ･駐車場の有無

であり､幹線道路沿いがその条件を満たす｡その傾

向が最 も表れたのは自動車関連業であり､全223店

舗中､実に203店舗か幹線道路沿いを指向している｡

各地区が持つ背景も小売業分布を規定する｡旧来

より商業地区であった地域には現在でもまとまった

小売業の集積がみられ､住宅地であった地区には､

おもに晴好品店と食料品店が見られた｡比較的近年

になってから人口増加 した住宅地においては､幹線

道路沿いを除き､小売業の立地が少数であった｡

Ⅲ 秋田市商業リボンと市街地拡大の関連性

1 調査の概要

前章から､秋田市における小売業の分布傾向を規

定する要因として､幹線道路の役割が大きいことが

明らかとなった｡そこで､秋田市における商業 リボ

ンを設定 し､その路線沿いの店舗へ聞き取り調査を

行った｡調査方法は対面式の聞き取り調査で､聞き

取り項目は開業年次､本 ･支店別､本店 (本社 ･本

那)所在地､以前の土地利鞘である｡

調査対象としたのは筆者が選定 した延長約17kmの

商業 リボンで､立地する総店舗数は225である｡

この路線を選定 した理由は､秋田市中L､部を南北

に縦貫する自動車交通の大動脈であり､DIDの拡

大が著しい地区を縦貫していることである｡

2 調査結果の概要

回答を得られたのは225店舗中186店舗で､回答率

83%である｡ これ以降は回答を得られた186店舗を

対象に考察を進める｡便宜上､対象路線を5つの区

間に分割 した｡
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第 1図 秋田市 DIDにおける令小売店舗の分布 (2005年)

(2万5丁分の 1地形図 ｢土崎｣｢松原｣｢秋Fii西部｣｢秋田東邦 j｢,lrllrlJ｢羽後和Fl｣(乎戒8年修□▲)およひ2005年 3jl-10

月の現地淵杏により作破)
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第 2図 秋til市商業 リボン第 1区間における聞き取り店舗の開業年次およひ資本所在地 (2005年)

(2T5口分の 1郁｢fI計也阿およひ2()〔)5年10月-12月の聞き取り調査により什戒)

1) 第 1区間 (Eg道13号R晶出跨線橋～国道13号

牛島跨線橋)(第 2図)

第 1区間北部 ･中央部では比較的早い時期から道

路沿いに｢TJ街地が広がっていたが､南部は水田や更

地であった｡そこに1970年代以降､自動車関連店舗

が進出し､その後､沿線背後の宅地化によりDID

が拡大 Lた01990年代以降､おもに区間中央部にお

いて土地利用の転換が起こり､外部資本のチェ-ン

店の進出が促された｡

2) 第2区間 (同道13弓牛 島跨線橋～山王十字路)

第 2区間の国道部分は典型的なロー ドサイト店舗

が主体であり､その多くが外部資本で大規模である｡

中央部では古 くからの店舗が残存 しているが､近年

になって進出した外部資本の店舗 も混在 している｡

北部では官庁街である山千地区に近いため､商業以

外の土地利用か多く､小売店舗の密集はみられない ｡

3) 第3区間 (‥｣T.十字路～新国道アンパス入口)

(第3lxJ)

第3区間は､典型的なロ- ドサイ ド型店舗が卓越

する商業 リボンであるといえる｡その 手I_体は外部資

本の自動車関連店舗とチェーン店であり､店舗面積 ･

敷地ともに広く､自動車での来店を前提としている｡

第3区間への店舗進出時期は､おおまかであるが､

1950年代後半から1970年代と推測できる｡

これは､第3区間周辺が宅地化される時期と比較

Lて10年はと早 くfj:っている｡

4) 第 4区間 (新国道アンパス入Fl～十崎港同道

7号交差点)

第4区間は､第3区間と同じ新国道沿いであるが､

その性格は全く異なっている｡主体は単独で営業す

る老舗であり､その周囲でも狭小な敷地の住宅が軒

を連ねる｡これは第4区間が幹線道路沿いでありな

がらも､旧来の上崎港の市街地に接 しているため､

早くから市街化か進展 していたことを示 している｡

第4区間は路線こそ幹線道路であるが､そこに立地

する店舗は幹線道路沿いを指向するロー ドサイド型

店舗とは異なるものである｡

5) 第5区間 (土崎港国道 7号交差点～国道 7号

飯島道東)

第 5区間は､秋田市 DIDの北部を拡大させる主

軸となった路線である｡ しか し､市街地縁辺部にあ

りながら､ロー ドサイト店舗の集積がみられるのは
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第3凶 秋田市商業 リボン第 3区間における聞き取り店舗の業種および資本所在地 (2005年)

(2千5百分の1都市計画図および2005年10月～12月の聞き取り調査により作戒)

区間中央部のみであり､南端およひ北端は､旧来の

地割が色濃く残存 しているため､大型店の立地には

不向きであるといえる｡

3.秋田市商業 リボンの形成過程

旧来からの秋LLT市中心部の北端にあたる第3区間

南部と第 1区間北部から､郊外へ向けて商業 リボン

が伸展 した｡それらの地区は主な土地利用が水田で

あったため､比較的大きな面積を確保することが可

能であり､自動車販売店などの外部資本店舗が主体

となったC,北端の リボンは1980年代にIE】乗の土崎港

地区 DIDと連接するが､既に市街化されていた第

4区間では､大型店の進出には条件が合わず､現在

に至 った｡新たに北端 となった飯島地区において

1980年代に宅地造成に伴いDIDの拡大がみられたc

rv 結論

秋田市では､1960年代から1970年代にかけて､お

もに自動車販売店が､郊外にリボン状に延びる幹線

道路を指向して立地 した｡同時に中心部の空洞化が

起こったっその後､幹線道路沿線の背後とlELtる地区

が宅地化され､DIDが拡大 した｡1990年代以降は､

幹線道路沿いに立地する店舗が大型化 ･多様化 したL,

その主体となったのは外部資本のチェーン店であっ

た｡近年は､IH乗より存在する市街地内の幹線道路

沿いで､業種の転換や小売店舗の増加がみられる0

本論文の作成にあたっては､秋田大学教育文化学

部地理学研究室の松村公明先生から終始責苛な御指

導を頂きました｡また､調査の過程でご協力頂いた

店舗の皆様､秋刑市情報政策課の方々､そして何よ

り筆者を魅 了して止まない秋田市へ､末筆ながら御

礼申し上けます｡
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